
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

１．はじめに 

長岡安平は明治から大正にかけて多くの公園および庭園設計に

携わり，その数は公園または公共的施設に付随する設計が102ヶ

所，私庭設計が85ヶ所にのぼることが知られる 1)。このうち公園

設計に関しては地方自治体等が依頼したもので各地に設計図書が

保存されている例がいくつかあり，長岡自身も控えを所持した 2)

ことから比較的現存数が多い。 
これら公園の設計図書による研究は近年次第に進められており，

公園を個別的に対象とした研究として佐藤らによる小樽市の明治

期における花園公園の設計についての考察 3)，小林による札幌市

大通，中島公園，丸山公園の公園化の中での長岡の設計検討 4)，

野中による千秋公園および岩手公園の設計から整備，維持管理に

至る研究 5)などがみられる。また，複数の公園設計にわたる研究

として，現存する公園設計書6点を比較し，長岡の公園設計にか

かる思想と特徴を明らかにした浦﨑の研究 6)がある。 
公園以外の公共的施設の先行研究としては，民間企業により開

発が進められた台遊園にかかる長岡の設計思想の考察 7)，靖国神

社地の改修における思想と，設計および実現についての研究 8)な

どがみられる。 
一方で私邸庭園の設計は多くが現地での口頭指示によるもので

あった 9)ため，設計図書がまとまって残されている事例が公園ほ

ど多くなく，長岡安平の庭園設計を扱った研究はみられない。し

かし，長岡の言説を集めた『祖庭 長岡安平翁造庭遺稿』10)（以下，

『遺稿集』）には，主目的となる建築を有する敷地への庭園築造に

おいて，設計にかかる思想の記述が散見される。また，長岡安平

史料群 11)（以下，「長岡史料」）には，原宿池田侯爵邸（以下，「池

田邸」）をはじめ，建造物平面図を含む庭園の設計図書が複数存在

している。 
こうした私邸庭園は，必然的に既に存在する建造物や，同時的

な建造物の建設などへの配慮が想定されるが，上述のように，こ

れまで比較的建造物に対する記述の少ない公園関係史料を中心に

検討が進められてきており，こうした長岡の庭園と建築とのかか

わりのなかでの業績は研究対象とされてこなかった。本研究は，

まとまった史料を有する池田邸の業績およびその他の長岡史料に

残る庭園設計図書，『遺稿集』に収録された言説から，長岡安平の

私邸庭園設計における庭園と建築の関係性をはじめとする思想と，

その実践について明らかにすることを目的とする。 
 
２．長岡安平の私邸庭園設計思想 

（１）「長岡史料」における私邸庭園関連史料とその特徴 

「長岡史料」中の258点の図面には，私邸庭園の設計およびそれ

にかかわるとみられる史料が 33 点含まれており，その内訳は，

集合住宅図5点を含む庭園設計図18点，建築設計図15点である。

庭園設計図のうち敷地全体を収録したものは，久米氏庭園にかか

わる図が 1 点および池田邸にかかわる図が 4 点あるのみである。

池田邸についてはこのほかに邸宅と邸内社の平面図各1点が残さ

れている。また，『遺稿集』には久米氏および池田邸の庭園設計図

に体裁が類似した，相馬子爵邸庭園の設計図が収載されている。

「長岡史料」には写真も含まれ，相馬子爵邸，池田邸，土田邸な

どの庭園写真 23 件が存在し，これらの写真の一部は長岡の作品

として『遺稿集』に掲載されている。 
図面の特徴として，建築平面図の多さと，庭園設計図中の建築

概形図の詳細さがあげられる。建造物に先立って庭園が設計され

た久米氏の庭園設計図には邸宅の位置が文字で記されているのみ

であるが，このほかのすべての庭園設計図で建造物の概形線が記

されている。特に池田邸では複雑な邸宅の概形線と部屋の用途お

よび配置が，相馬邸や集合住宅図では建築平面図が縮小記載され

ている。なお，官舎や公会堂など「長岡史料」に含まれる公共的

施設に関する図面8点にも建築平面図，または庭園設計図に建築

平面図が縮小記載されており，このほか西本願寺飛雲閣とみられ

る立面図，平面図が各1点ずつ存在する。 
次項では，これら史料からうかがえる庭園設計における長岡の
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建築への関心について，長岡の言説をみていくこととする。 
（２）『遺稿集』にみる長岡の私邸庭園設計の思想 

長岡は『遺稿集』において，冒頭に「庭園の必要」，続けて「建

築と庭園」「庭園概説」「庭園の設計」「郊外住宅と別荘の庭」など

の項で，庭園設計と建築との関係について言及している。まずこ

の中で，「緑滴り芳香満ちて居る優雅な庭あってこそその建築物は

生きて来る」ものであり，「純然たる事務用の建物は知らず，苟く

も人の住む家である以上は庭園なしに完全なものと云ふ事は出

来」ず，「庭園は客室，書斎のみに付属したものでなく家屋全体の

庭であり，家庭全体の庭園であるべき」であるという考えが主張

される 12)。そこで，建築は庭園との調和によってこそ完全なもの

となること，庭園は少なくとも住宅建築には必須のもので，家庭

本位のものであるべきことなどの基本的な考え方を知ることがで

きる。 
こうした考えは繰り返し述べられるが，さらに長岡は，近代で

は「建築と造庭とが殆んど没交渉」におこなわれているため，建

築家は「家屋を建築するに先立って，建物と庭園との関係を熟考

せねばなら」ないと指摘し，造園家も，「今日に於ては造庭の専門

家，所謂お庭師に相当すべき造庭家を失っ」ており，「全体として

の調和を考えて，完全なる設計を行ひ得るものは皆無」だとする
13）。また，こうした状況を改めるため，「予め調和を考え」，「造庭

上の意見方針を定め」，「造園費を建築費と共に，当初に於て考え

て置く」必要があり，これによって庭園は「建築物と調和して見

る人に美観を与へ，建築物の美観を一層増すのみならず，又建築

物の短所を補う」ことを示している 14)。 
こうした議論はさらに「一 樹木」「二 玄関先の庭」「三 客庭」

「四 洋館の周囲」「五 花壇」「六 果樹園と蔬菜園」「七 養鶏場」

「八 池」「九 運動場」の各項や，「郊外住宅と別荘の庭」の章で

具体的な設計上の要点として記され，各項目からは長岡の理想と

する私邸庭園の要素を知ることができる。ここでは挿花のある座

敷から見える庭園内には花木を用いないことや，客庭は主人の人

格，家の品位を表すといった伝統的な生活様式を踏襲しつつも，

花壇が児童の教育上有意義なものであること，庭園で採れた魚や

野菜，果物等を食し，また手土産に用いることが「家庭の和楽を

増す」ことなどを意図している。このため池や蔬菜園の設置が望

ましいことを述べ 15)，先述の基本的な考え方と合わせて，家族が

「使う」16)ための庭園を志向していることがわかる。 
一方，眺望への配慮としては，洋館は窓越しに庭園を見るため

「窓毎に幾分づゝ景色の変る様に作ると趣があ」り，「遠景が常に

正面に現れぬようにする事」に注意すべきで，遠景の眺望が得ら

れる部屋を限定したり，あるいは前景に植樹し樹の間から遠景が

みられるようにしたりする事で変化のある，趣深い眺望となるこ

となどが述べられている 17)。 
このように繰り返される言説や，長岡史料における私邸庭園お

よび建築関連史料と設計事例の多さからみても，公園設計のみな

らず，私邸庭園設計も，長岡の造園に対する思想の重要な一画を

占めていたといえる。しかし，個人の庭園という性質上，業績ご

との残存史料が少なく，その思想の実践過程を知ることは難しい。

そのような状況で，池田邸は前項の長岡史料以外に，建造物関係

の史料もまとまって残存している貴重な事例であり，こうした思

想に基づく実践の一端を知ることができる。 
 

３．原宿池田侯爵邸庭園と関連史料 

（１）原宿池田侯爵邸 

池田侯爵家は江戸時代を通じて鳥取藩を治め，明治17（1884）
年，13代輝知のときに侯爵となり，華族に列せられた。池田邸は，

同家が文久 2（1862）年に取得した亀井隠岐守青山隠田屋敷 18)

の地に，14代の侯爵池田仲博が建設した邸宅である。敷地の取得

後まもなく 12 代慶徳によって造成された御鷹場には，明治 8
（1875）年に明治天皇の行幸があり，華族の間で名高いものであ

った 19)。 
池田氏が本邸を当地へ移したのは大正6（1917）年で 20)，移転

のための邸宅および庭園の設計は明治 45（1912）年には始めら

れていた 21)。本邸の整備にともない鴨池の引き堀は埋め立てられ，

ここに御鷹場としての役割を終えた。その後，昭和 12（1937）
年には敷地内に海軍館が建設され 22)，昭和 15（1940）年には東

郷神社が創建 23)，残されていた邸宅も昭和 20（1945）年に戦災

により焼失した。「当時貴族邸宅の標本」とされた 24)池田邸が本

邸とされた期間はわずか 20 年であるが，長岡安平の庭園設計以

来完成までの間にいくつかの変遷があるため，各時点での史料を

参照し詳細をみていきたい。 
（２）池田邸庭園の設計図書 

長岡史料には池田邸設計関係図のうち庭園に関するものとして

「敷地図（青山別邸）」（以下，「敷地図」），「青山別邸略図」（以下，

「略図」）および「池田家庭園設計図」（以下，「庭園設計図」）と，

「池田家建造物及び周辺計画原図」（以下，「計画原図」）の4点，

建造物に関するものが「池田家平面図」，「池田家神殿略図」の 2
点残されている 25)。 
各図の特徴からそれぞれの関係性を整理すると，「敷地図」は設

計の元となる現況図，「略図」はこれをもとに作成した簡易な現況

図に設計方針を記入した設計指示図，設計のために敷地を転写し

たと考えられる「計画原図」，そして設計完了の図である「庭園設

計図」となる。また「池田家平面図」の概形は「計画原図」と「庭

園設計図」に，「池田家神殿略図」の概形は「庭園設計図」に記入

されている。長岡の設計図書は基本的に設計図，設計書，参考図

からなることが知られており 26)，設計の方針と細部の指示は設計

書にまとめられている。池田邸の設計書は現段階でみつかってい

ないが，「略図」のように図に直接設計についての詳細事項を書き

入れた例はこれまでにみられない。庭園の設計図書は先述のとお

り確認できる史料が少ないが，この設計手順は池田邸庭園設計の

ひとつの特徴である。 
（３）池田邸邸宅建築関連史料 

池田邸邸宅は，外観を和風に統一した内部和洋館並立型の邸宅

建築 27)で，和館部分を辰野金吾率いる辰野葛西事務所，洋館部分

を田辺淳吉が技師長を務める清水組（現，清水建設）がおこなう

など，複雑な過程をたどって建設された 28)。これに関連する史料

として，前述の長岡史料中の建造物平面図2点と写真4点 29)，辰

野葛西事務所の業績として『工学博士辰野金吾伝』30)，『建築雑誌』

348号 31)および『建築画報』第11巻4号 32)，清水組の業績とし

て『建築雑誌』第 35 輯 411 号 33)，『田辺淳吉氏作品集』34)，『西

村好時作品集』35)および清水建設所蔵の池田邸関連史料36)がある。 
長岡史料中の「池田家平面図」は，和洋館が一体的に描かれた

本邸の100分の１平面図であり，写真は邸宅の竣工後を写したも

のである。 
辰野葛西事務所に関連する『工学博士辰野金吾伝』および『建

築雑誌』348 号は業績リストであり，同事務所の池田家邸宅への

関与の事実がわかる。また，『建築画報』第11巻4号は「池田侯

爵家青山原宿御邸日本館建築設計変更図，平面図」「同 御居間御

隠居南面及北面建図」「同 御居間廻り女中部屋西面建図及応接室，

運動場等各南面建図，玄関，女中部屋，事務室等各北面建図」「同 
各部断面」と題された4件7点の図面を収録している。 
清水組に関連する史料の内，『建築雑誌』第 35 輯 411 号，『田

辺淳吉氏作品集』，『西村好時作品集』は写真を含めた竣工後の作

品紹介で，『建築雑誌』には邸宅平面図，立面図，断面図が含まれ

ている。清水建設所蔵の池田邸関連史料は，同社が担当した池田

邸本邸および付属施設の設計図類で，大正 5～7（1916～18）年
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の「池田侯爵邸増築」4件，および「池田侯爵邸門及門番所」，昭

和7（1932）年の「池田侯爵邸表門」「池田候邸神霊殿」，昭和16
～17（1941～42）年の「池田侯爵邸防空壕」の計 7 件 101 点に

およぶ図面群である。 
このように，池田邸は建造物についてもまとまった設計図書が

残されている。しかし，複数の設計主体が存在すること，長岡史

料中の池田家平面図が辰野葛西事務所および清水組の邸宅平面図

と一致しないことなど，検討すべき点も多い。特に池田邸の邸宅

設計の変遷については庭園に比べて複雑な過程をたどっているこ

とがわかり，建設された邸宅に一定の設計方針が存在し継承され

たか，あるいは長岡の庭園設計段階での邸宅設計がどのように位

置づけられたかという課題が，長岡の私邸庭園設計の実践を明ら

かにするうえで重要な視点である。そこで次章では，まず長岡の

庭園設計の過程を明らかにし，これらの設計図から建築設計の過

程を明らかにしたい。 
 
４．原宿池田侯爵邸庭園と同邸宅の設計過程 

（１）長岡安平による池田邸庭園設計 

長岡史料中のうち「敷地図」には，依然南側低地に8本の引き

堀を備えた鴨池が確認できる。「略図」は長岡が「敷地図」の現況

をもとに設計方針を記した図で，茶亭のほか建造物は確認できな

い（図‐1）。また，両図の舌状の台地部に書き込まれた朱枠線の

位置は，「庭園設計図」中で建造物の概形線が描かれている場所で

あり，邸宅の位置を示すことがわかる（図‐2）。 
「略図」には，地形の改変，施設の移転および設置，植栽等の

指示がみられる。このうち多くを占めるのが池の形状変更や新設，

水路の変更，斜面の形状変更といった地形の改変をともなうもの

である。中でも大きなものは池の改修で，引き堀を撤去し滝口や

乗船場を設け，鴨池から遊船池へと変更されている。さらに池周

囲の地形は台地南端などにおいて，特に北側を中心に削るという

指示が散見される。これらの指示は，池の水面と岸の高さの差を

できるだけ小さくしたいという記述に基づくことがわかる。 
邸宅の周囲には芝生地や，神殿，水田が計画され，池の北東の

平地にテニスコートや運動器具などが確認できる。邸宅の軸線は

池に向けられ，池とテニスコート等の間の植栽は残されている。 
「略図」の方針と「庭園設計図」を比較すると，まず池の形状

は方針通り改修され，滝や乗船場も計画されている。門から玄関

に向かい緩やかな曲線を描く馬車道がつけられ，広く取った馬車

回しと供待ちが設けられている。台地からの斜面や馬車道脇には

園路がめぐらされている。神殿の周囲は多数の樹木が植えられ，

隣接して，「略図」では設置箇所未定であった蔬菜園と花壇が描か

れている。一方テニスコートと運動器具は設置されず，芝生のあ

る疎林地に変更となった。ただし邸宅との間は並木とされ，敷地

周囲にも樹木が列植されている。 
以上のように，「略図」の方針が「庭園設計図」にすべて反映さ

れたわけではない。そこで，「略図」と「庭園設計図」は，先行研

究で明らかにされた長岡の公園設計における設計書と設計図のよ

うな補完関係にある史料ではなく，「略図」は「庭園設計図」への

過程であることが明らかである。 
（２）設計図書にみる建造物設計の変遷 

「長岡史料」には，邸宅図として「池田家平面図」のほか，「庭

園設計図」にも部屋の用途および配置が記された建築概形線が描

かれている。「池田家平面図」には，洋館の客室，和館の床や棚を

備えた座敷などの接客空間が庭園に面して配置され，北側は東寄

りに車寄せのある洋館の正面玄関，西寄りに和館の玄関，これを

接続する事務所部分などからなる（図‐3）。こうした玄関構成や

室名の記述から，主に公的接客を中心とした洋館，家庭生活と私

的社交の場としての和館，華族としての家政実務を行う事務所が

構想されていたことがわかる。また，この段階では洋館と和館の

接続区域に，貴賓の滞在室と考えられる付添人室や食堂，便所を

備えた区画がある。「庭園設計図」の概形線は，ほぼこの平面図の

輪郭を正確に縮小転写したものだが，庭園側の空間に「客室」「書

斎」などの用途が書き込まれていることが特徴である。 
しかし，『建築画報』掲載の辰野葛西事務所の平面図の形状は，

これと異なっている（図‐4）37)。建造物の軸線および，和館の正

面部分に事務棟，北側に女中室や居間などがあるという基本的な

空間構成は同じだが，規模が縮小し，わけても貴賓滞在所と考え

られた部分や床棚を備えた正式な接客空間が消失あるいは縮小し

ている。図題は「池田侯爵家青山原宿御邸日本館建築設計変更図，

平面図」とされており，当初図にあたるものは掲載されていない

が，規模が縮小されながらも，平面計画の基本方針は長岡史料の

平面図から維持されていることがわかる。 
清水組の洋館部分も，長岡の平面図に比べ規模は縮小し，楽器

室や大食堂，南側と東側を取り巻くテラスのような廊下が消失し

ている（図‐5）38)。一方，客室の位置や庭園へのアプローチの位

置は維持され，南東角に張りだしていた客室はガラス張りの広縁

となり，東側廊下は同側客室の大きなガラス窓に代わるなど，庭

園への接続と眺望を重視した方針は変わっていない。特に広縁の

二階には，南東に眺望の良い張り出し窓と，高欄の巡ったガラス

張りの廊下を持つ和風の客間が設けられており，より眺望を重視

した接客空間がつくられたことがわかる。 
長岡の同邸への関与は，辰野葛西事務所が池田邸にかかわった

明治 45，大正元（1912）年とされているが，前述の辰野葛西事

務所の業績リストは，大正元年9月に教養所と主任住宅を設計し，

大正3（1914）年に日本館を設計完了，工事中で，洋館は同年に

設計中止し，予算も作成しなかったと記載している。長岡史料の

平面図は高い完成度を見せていることから，この段階ですでにい

ずれかの建築技術者の手で完了した和洋館の平面設計が存在した

ことがわかるが，これが辰野葛西事務所によるものか，他の建築

家によるものかは現段階で明確にすることはできない。 
 
５．長岡安平の私邸庭園設計思想の実践 

（１）池田邸庭園と邸宅の実現 

池田邸庭園の施工状況を知ることのできる史料としては，「池田

侯爵御邸及付属地配置図」39)（図‐6，以下，「配置図」）が確認で

きる。「配置図」は，清水組が昭和 6（1931）年に請け負った池

田邸表門改築の設計図書中の1枚であり，この時点での庭園と建

造物の状況を示している。また，公文備考 40)には，昭和10（1935）
年頃池田邸敷地内に海軍館が設立されるにあたり 41)，池田邸の現

況図に計画線を重ね合わせて作成された建物配置案が収録されて

おり，「配置図」と一致する現況図が確認できる。また，わずかな

がら池田邸の状況を撮影した写真史料も残されているため，これ

らによりおおよその設計の実現を知ることができる。 
まず，池は引き堀が埋め立てられ，鴨池としての機能を失って

いる。池田侯爵の娘徳川幹子が，引き堀を埋めて家を建て，鴨場

の名残の池で，ボート遊びをした 42)と回想しており，図に池の北

岸に乗船場とみられる突起も描かれているため，設計どおり鴨池

から舟遊びのできる池へと変更されたことがわかる。写真‐1 に

は池畔に乗船場とみられる足場と小舟があり，奥の茅葺屋根の建

物や左の島の位置関係から，これが池の南西から北東方向を撮影

したものとすると「配置図」と合致する。 
「配置図」では馬車道がつけられ，池の周囲や庭園内に園路が

巡らされている。北西角には設計時の形状を踏襲した邸内社が設

けられ，邸宅と邸内社の間の花壇，蔬菜園が設計された場所には

整形された圃場が並ぶ。写真‐2 には奥に作業をする人影のある

畑と，脇に細い流れが写っている。馬車道と池の間の芝生の疎林 
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地では，設計段階では運動器具とテニスコートの設置が不採用と

なったが，遊具で遊ぶ児童らの姿を写した大正8（1919）年の写

真 43)がある。 
徳川幹子は，自分たちは鬼ごっこや木登りをしていたが，弟の

ころはテニスなどの球戯をやるなど遊びが多様化し，父侯爵が用 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具を揃えてくれた 44)と回想しており，庭園内には侯爵の意向もあ

ってこうした施設も設けられ，児童らの楽しみに供されていたこ

とがわかる。以上のことから，庭園における長岡の設計は，「庭園

設計図」に示された施設配置とそれぞれの形状および用途におい

て，概ね実現されたことが明らかである。 
一方邸宅については複数の史料に竣工後の紹介記事がみられる

ため，庭園に比べ実現について明確である。辰野葛西事務所の関

与として大正 3 年の段階で和館を設計および工事中であり，『建

築画報』大正 10（1920）年 4 月号所収の図面 45)により，和館の

工事はこれまでに同事務所の仕事として竣工したことがわかる。 
また，清水組が担当した洋館については，設計図書が大正5～7

年の日付であり，『建築雑誌』では大正8（1919）年7月16日竣

工とあるが 46)，『田辺淳吉氏作品集』の解説によれば，西村好時

が担当した車寄せと庭正面外観は大正9年竣成とあり 47)，いずれ

にせよ大正9年までには同邸の全容が完成したものと考えられる 

図‐1 青山別邸略図 

図‐2 池田家庭園設計図（上） 

図‐4 池田侯爵家青山原宿御邸日本館建築設計変更図（中）

図‐5 池田侯爵邸（下） 図-4,5は室名加筆 

図‐3 池田家平面図に室名加筆（上） 

図‐6 池田侯爵御邸及付属地配置図（下）
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（表‐1）。 
長岡の庭園設計における思想について，『遺稿集』には先述のと

おり，個別要素についての記載がある。この中で長岡は，洋館の

周囲には青々とした芝生に花卉をあしらい，花壇は美しさのみで

はなく，果樹園や蔬菜園とともに児童に自然への興味を起こさせ

知識を与えると奨める。池は庭園に一段の趣を添え，大きければ

舟遊びもできるとし，また運動器具や砂場，丈夫な樹木を備えた

運動場を児童のためにつくるとも述べる 48)。こうした多様な庭園

は，家庭生活の価値が認められる時代となり，庭園も従来の眺め

る庭から家族それぞれに満足を与えるものへと変わらなければな

らないとの考えに基づくもので，家族それぞれが「自ら労して己

の持場を全うしながら，全体として多趣味多方面な家庭的庭園を

維持し，改良してゆく所に，真実の家庭の楽しさが現れてくる」
49)としている。注目すべきことは，華族邸宅である池田邸にもそ

の思想が適用され，また施主である侯爵自身も，邸宅の建築や利

用の過程でこうした思想に基づく方針を維持し続けたことである。 
また，邸宅の竣工写真などからは，長岡の思想に基づく庭園と

建築の関係をうかがうことができる。すなわち，前述の『遺稿集』

で述べられた，趣深い眺望のためには建造物からみえる遠景は樹

の間から眺めるようにすることが望ましいというもので，写真‐

3 にはその言葉を裏付けるように，洋館側の二階からの遠景を樹

間に眺められるように植えられたマツが確認できる。 
庭園と邸宅の関係については，4 章で述べた通りすでに「敷地

図」の段階で邸宅の位置や軸線など，大枠の方針は決定されてい

た。その位置はそれまで建造物のあった鴨池のすぐ北東ではなく，

舌状の台地部で，軸線は池に向いていた。「略図」では，特に池の

北側斜面の肩を中心に削るという指示が散見され，北側に集中し

てみられることは，次のように邸宅からの庭園の眺望に関わるも

のと推察できる。 
「敷地図」の邸宅概形はほぼ位置のみを表す朱枠だが，この朱

枠の南西角に突出した部分があることに着目する。「庭園設計図」

のより正確な平面図でも，この南西角の突出は維持され，この部

分の居間および次の間のある寝室から，食堂および便所と付添人

室の付属する寝室，そして洋館へと全体として各棟が雁行し，邸

宅が池側斜面に向いて開かれている。これにより池側に面した部

屋からの庭園への眺望が確保されており，とりわけ「敷地図」段

階から突出させた位置に貴賓の滞在を想定した区画を設計し，少

なくとも大正3年以降の辰野葛西事務所，清水組による実際の建

築設計が，この平面計画の基本方針を踏襲しておこなわれ，邸宅

の設計変更ののちもこの位置の役割を維持し，空間構成の方針を

受けついでいることがわかる。 
清水組の洋館部分に関して，『建築雑誌』および『田辺淳吉氏作品

集』に興味深い記述がある。それは，和館部分を設計，建設した

のが辰野葛西事務所であったにもかかわらずその点に一切の言及

がなく，外観を和風に統一し内部を和洋に分けるという基本方針

から平面計画まで，ほぼ施主池田侯爵のものであると表現してい

る点である 50)。ここから清水組が邸宅設計の方針を施主池田侯爵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自身のものと考えていたことがわかる。 
以上のことは，長岡が庭園の眺望を重視し，庭園と建築の設計

において必要と述べた要件の実現であり，設計者が交代する中で

も，庭園との関係を含めた邸宅の基本的な設計方針と思想を，施

主の池田侯爵も理解し実行した結果であるといえる。これが最後

にかかわることになった清水組においても，侯爵自身の設計方針

という認識が形成されながら，実現にいたったと考えられる。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（２）長岡の私邸設計における庭園と建築の相互関係 

池田邸ほどまとまった史料が残されている事例は現在において

他にみられないが，いくつか残された史料から，長岡の私邸設計

における庭園と建築の相互関係について考察したい。 
庭園の一部を設計したと考えられる松本金太郎邸の図面 51）お

よび集合住宅図 52)，あるいは『遺稿集』所収の相馬子爵邸庭園の

図面 53)などには，正確な建造物平面が描かれている。松本邸では

縁側に沿った複数の飛石の行程がみられ，また相馬子爵邸は池田

邸同様，邸宅周辺の視線を遮る植樹の計画と実施が写真により確

認できる。集合住宅図では，便所や玄関といった施設と植栽の組

み合わせにパターンがみられる。これらから，長岡は私邸庭園に

おいて程度の差はあれ，池田邸で実現し，『遺稿集』で言説化して

いた建築との調和を重視した設計をおこなっていたと考えられる。 
手記からは，こうした思想による私邸庭園の設計が施主や大工

などとの協議により行われたことが伺える。明治 44（1911）年

に秋田で池田氏，江畑氏の庭園を設計した際の記述には，「また建

築之件ニて，種々協議を尽す。今回ハ庭園より建築之件，多々有

之。」（池田氏），「同家も矢張建築之要件多ク，浴室・便所・廊下

等之建築，其他書院等設画に付て，種々協議ヲ尽す。」（江畑氏）

とある。特に江畑氏邸では，当初設計に従って着工中の現場を視

察したことがわかり，協議の翌日，長岡は図案を修正し，庭木，

門の位置を変更している 54)。 
しかし官庁や公会堂，銀行など公共的施設の事例では，明治42

年の三秀園の事例のように，長岡の考証により庭園主導での景観

復元が行われた事例もあるものの 55)，池田邸和館を建設した辰野

葛西事務所建設の明治 44 年の盛岡銀行庭園設計の際は，建物が

ほぼ完成した段階で招聘され 56)，『遺稿集』に「建築と造庭とが

殆んど没交渉」という建物竣工後に庭園が設計される状況もあっ

たことが確認される。 
以上のことから，長岡は『遺稿集』等で明らかにしている自身

の庭園設計における思想，すなわち庭園と建築の調和された設計

写真‐1 旧鴨池付近 写真‐2 蔬菜園 写真‐3 御殿を望む

表‐1 原宿池田邸整備の時系列 
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を，建造物をともなう庭園の基本的な姿と考え，施主との協議や

意思疎通が比較的容易な私邸庭園においてできうる限り実践して

おり，史料上確認することができるその最も実現された事例のひ

とつが池田邸であるといえる。 
 

６．まとめ 

「当時貴族邸宅の標本」と評された池田邸は，邸宅建築に複雑

な設計の変遷がみられたにもかかわらず，施主池田侯爵の理解も

あり，長岡の当初設計案に示された庭園と建築の関係性が実現し

た。『遺稿集』に示された庭園と建築の関係性を重視する思想は，

長岡史料中のほとんどの庭園設計図に建築概形または平面が描か

れていることから実践を読み取ることができたが，実現について

の確実な史料は残されていない。こうした状況の中，複数の建築

系の雑誌や設計者の作品集に取り上げられた池田邸は，まさに当

時の邸宅の標本として認識されていたことを傍証するとともに，

長岡の私邸庭園設計における思想の実現が確認できる業績の典型

でもあるといえる。 
本研究では，特に公園設計において先行して研究が進められて

いる長岡安平の業績のうち，私邸庭園に着目して，庭園と建築の

関係性をはじめとする思想と，その実践について明らかにするこ

とを目的とした。これについて多くの設計図書の中に実践の形跡

をみることができ，池田邸において実現が確認できた。この中で

池田邸での実現に，長岡の思想に対する施主池田侯爵の理解と建

築家による継承があったように，長岡を取り巻く人的交流の影響

も看過できず，実現との関係性の検証は今後の課題である。 
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